
The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

生 　 薬　 学　 雑　 誌

Shoyakugaku　Zasshi

34（3），　239〜244　（1980）
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1）

　　ミシ マ サ イ コ の地理的変異
2）

霜川 由志子 ， 奥 田生世，桑野美都子 ， 大橋　裕

　　　　　　　　長崎大学薬学部
3）

Cultivation　and 　Breeding　of 　Bupteurunt　fα lcatum 　L．（VI）
1）

　　　　　 Geographical　Variation　of 　B ，　 falcatum2 ）

YosHIKo　SHIMoKAwA
，
　 IKuYo 　OKuDA

，
　MITsuKo 　KuwANo 　 and 　HIRoMu　OHAsHI

Eα6ψソげ Pんα翩 鰐 ，跏 9α∫磁 bTniveア5め 3 ）

（Rcceived　March　31
，
1980）

B ・pleurum　falcat… ・ c ・ 11・ … di ・ ・hr・・ diff・・… h ・bi・… （Shi・ u ・k・
，
　K ・g・ w ・ a ・ d　Y ・ m ・g・ ・hi）

was
　cultivated 　fbr　comparisol ユ．　 The 　root 　growth　of 　the 　plant 肋 m 　Shizuoka　and 　f｝Qm 　Kagawa 　wa3

more 　vigorous 　thall　that　ol1 しhe　plants　from　Yamaguchi
，
　whi 正e　saikosaponin 　content 　in　ro   t　was

higher　in　the　plants　frorn　Shizuoka　and 　Yamaguchi 　than 　in　the　plants　from　Kagawa ，

　Thus ，　B ．．falcatum　collected 　in　Shizuoka　may 　be　said 　to　be　most 　desirable　strain 　although 　fairly　con −
s　id　era 　bl　e　di　ff（｝reIlce 　was 　observed 　among 　individual　plan ［s．

　木村 ら 4）
は ，三 島産 サ イ コ と霧島産サ イ コ と の 間 に 内部構造上 の 差異ぱ 認 め られず， 同種 と して い る．と こ ろ が，

大橋ら
S〕

は 宮崎産 と静岡産の ミシ マ サ イ コ を長崎に お い て 比較栽培 した とこ ろ，生態お よ び 形態上若 干 の 差 がみ とめ

られ，根中の 粗サ ポ ニ ソ 含量 もい くらか 異な る こ とをみ い だ して い る、そ こ で 筆者らは ミ シ マ サ イ コ の 育種をお こ な

う基礎資料 と し て
， まず発育， 形態 お よび saikosaponin 含量 の 産地間 の 変異 と，同

一
産 地内で の 個体変異 に っ い て

検討 した ．

材料および方法

　材料　静岡県御殿場市，香川県高松市，山 口 県秋吉台か ら種子 を入 手 し た ．

　栽培　旦977年 S 月16日に 本学部付嘱 野母薬用植物園 （長崎県西彼杵郡野母 崎 町野母132D に 条間 60　cm で 直播 し，

株間 iO　cm で 栽培 した・栽培面積，静岡産 ； 52　m2 ，香 川産； 6i　m2 ，山口 産 ； 76　m2
，

’78年11月28，29日1，c 収穫 した ．
肥料 は 以 下 の よ うに 与え た ．

　基肥 ：
’
77年 3 月 6 日に 10a あた り， 有機化成 S　177 （N ：P ：K ＝10：7：7）35kgl

・
雹肥．

　追肥 ：
’78年 6 月10R こ 10a あた り，完熟た い 肥 350　kg，菜 種 油 粕 75　kg ， 過 リ ン 酸石灰 1L2kg

， 鶏 ふ ん 131　kg
施 肥．

　測定　
’77年 10月12日 に 1年生株 の 地上部の 発育 の状態お よび 形態に つ い て ，圃場 に 生存して い る 個体す べ て を 測

定 し た ．さ ら に ，
’78年 II月28，29日に 収 穫 した すぺ て の 2 年生株 の 個体の 形態を 測定した．

　Saikosaponin の定量　根中の saik ・ saponin 含量 に つ い て赤堀 ら
6・7）

の 方法で 定量 した．定量は 個体 ご とに お こ な

1）第 5報 ： 霜川 由志子 ， 大橋　裕，生薬，34，235（1980）．
2） 日本生 薬学会第25回 年会 （福岡，1978年10月）で 一

部発表．
3） L ・ cati ・ n ：Bun！vo−che ，

　？Vagasaki．

4）木村康
一，秦　清之，佐野清教，生薬 ， 17， 36（1963）．

5）大橋　裕，栗林登喜子 ， 生薬，
21

，
70（1967 ）．

6）赤堀　昭，香 川 清水 ，生 薬 ， 28，116， 122（1974）．
7）赤堀　昭，香 川清水 ， 島岡有昌，生薬，29，99（1975）．
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い
， 風乾根重 で 階級幅 2g に 分 け て

，
1 グ ル ープ 5 個体ずつ 定量 し た ，た だ し，5 個 体に 満 た な い グ ル

ープ で は 1 〜

2 個体に つ い て お こ な われ た，

結 果

　1．　 1 年生植物の抽苔と開花状態

　抽苔率 と開花状態 に つ い て ，TABIE 　I に 示 した．香 川 の 抽苔率 が 著 し く高 く，他 の 2産地 が 数％なの に 対 して 40．8

％に達して い る．開花状態 で も，着蕾 ， 開花 ， 結実 した 個体の パ ーセ ソ トを 合計 し て 比較す る と，香川が最も高 い 値

を 示 し，発育が 進 ん で い る こ とが わ か っ た．

　2．　 1 年生植物の 形態

　Fig．1〜3 に ロ ゼ ッ トの 形態 に 関す る ヒ ス 1・グ ラ ム を，　TABLE　II に 地上部 の 形態測定の結果 を 示 した ．葉数 は 静岡

が最も多 く，Nn ，香川 の 順に 少なくな っ た．こ の 傾向は葉長 ， 葉幅に もあて は ま り，葉は 静岡が最も大ぎく，幅広

で ，こ れ に 対し て 香川が非常 に 小 さ く， 形 と し て は 細 くな っ た．山 口 は む しろ 静岡に 類 似 した 形 で あ る が，静岡 よ り

も小型で ある．抽苔 植物で は ロ ゼ ッ トの 場合 と異 な り，草丈 は 香 川 が 高 く，［ljp，静岡の 順 に 低くな っ た．分枝数 に

TABLE 　I，　BQIting　Percentage　and 　Flowering　State　ill　One−Year −Old　B ．falcatum
　 　 　 　 from　Three　Different　Habitats

HabitatNumber
　of

　 plant

Boltingplant
Flowering　state

Non ・buding Budlng Flowering

Shizu 〔）ka

Kagawa

Yamaguchi

605

996

836

29

406

45

　 27
（93．1％ ）

　 300
（73，9％）

　 S5
（77．8％）

　 O
　 （0）

48

（IL8 ＞

　 5
（ll，1）

　 2
（6．2）

　50
（12．3）
　 2

（斗．4）

Fructification

　 　 　 O

　　 （0）

　 　 　 8

　　（2．〔，）

　 　 　 3
　　（6．7）
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TABLE 　II．　 M   rphological 　Characters　in　One−Year．Old　B ．．falcatum　from　Three 　Different　Habitats

Rosette Bolting 　plant
Habitat

Leaf
−
number

Shizuoka
KagawaYarnaguchi

15，4± α 6
12．2± 0．6＊＊

IS．0± 0，4＊＊

Leaf 　tength

　 （c叫

Leai
’
width

　 （cm ）

Ptant　height
　 （crr ・）

19，4± 0．5

18，4± 0．6＊ ＊

18．5d ：0．4＊ ＊

1．8± 0．l

l．  ± 0．O＊ ＊

1．7±0．0＊ ＊

10，2±4．1

25．3±3．7＊ ＊

16．9± 生 9＊

Number 　of

　 branch2

，9± 1．5

3．3± O．4

2．3± 1．2

mean 　±　95％ confidence 　limit．
＊ Significant．　at 　5％　level亡・ Shizueka．

＊＊
　Significant　at 　1タ6 正evel 　to　Shizuoka ．

は 産地間に 有意な差 は み られ なか っ た．ま た ，
Fig．1〜3 に 示 されて い る よ うに 同

一
産地 内に おけ る個体変異 が か な

りあ る こ とがわ か っ た．

　3．　 2年生 植物 の 形態

　収穫 した 2 年生植物の形態を 地上 部 と根に 分け て TABLE　III に 示 した．全個体が抽苔 し，各々 の 形態に つ い て 平

均値 の 差 の 検定 を お こ な っ た とこ ろ ， 草丈 ， 茎数 ， 地上 部生重，根長，分根数，生根重，風乾根重に お い て 有意な差

が み られ た．静岡，香川 は草丈が高く ， 地上 部生重も重か っ た．山 口 は 草丈 も低 く，地上部生重で は 香川 の 約50％に

すぎな か っ た ．香川 は 多茎 化が 目立 ち，静岡，山 口 の 順 に 茎数 が 少な くな った ．

　根 の 生長は ，香 川，静岡が よ か っ た ．し か L ，静岡 は分根数 が多い こ とが 目立 っ た．

　4・ Saikosaponin 含量

　結果を TABLE 　IV 〜VI に 示 した．産地 別 に 階級幅 2g で 分けた グル
ープ問 で 推潮学二II勺検討 を お こ な っ た が，個体

変異が 大 きく， そ れ ら の 「1冒に は saponin 含 量1こつ い て 有意な差がなか っ た．

　産地閾で 分散分析す る と，saikoiaponin 　c，　a ＋ c ＋ d に 5％ の 危険 率 で ，　 sai　kosaponin 　d に 1％ の 危険率 で 有意性

が 認 め られ た ．そ こ で
， 平均値の 差 の 検定を お こ 1転い ，相互に 比較 し た 結果を以下に 記 し た （Saikosaponin　c，　d は 1

％ の 危険率で，saikosaponin 　a ＋ c ＋ d は 5霧 の 危険率で ，ア ソ ダー
ラ イ ソ を引い た 相互聞に 有意差は ない ）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 山 口　　　静岡　　　香川

Salkosaponin　c （％）

Saikokaponin　d （％）

Saikosaponin　乱 十 c 十 d（％）

0．21

山 1：1

旦量L

〇
二
」6

静岡

旦．垂殳

0．12

山 口

1，17

静岡

L盤

香川

0．34

香川

0、82

TABLE 川 ，　 G ・ mparis 。 n ・f　M ・rph ・1・gical　Cha ・
鹽
aclers ・fβ．ノ跏 鰊 恥・ m 　Th π

・
ee 　Di飾 r・nt 　Habitats

Aerial　par しs

Habitat Number 　of 　 Plant　height　 Number 　of 　　Number 　cf 　　Number 　of 　　Fresh　weight

　 plant　　　　　　　（crn ）　　　　　　　 stem 　　　　　　　branch　　　　　　node 　　　　　　　　 （9）

Shizuoka

KagawaYamaguchi

128127175 35．6± 4．1　　　 1．6± 0．1　　　14．8 ± 1．3　　　25．2± Ll
87．1± 5．3　　　　2．0±0．1＊ ＊

　　13，5± L3 　　　24，6：ヒ1，5
78．6± 2．9＊ ＊

　　 1．4± 0，1＊ ＊ 　　14．5 ± 1．1　　　24．7± 1．亘

37，8±4，8
46，0土 7，8
22．4± 2．0＊＊

Root

Habitat
Nllmber　 of
　 plant

Length
（cm ）

N しlmber 　 of

branched 　 root

止
1resh

　weight 　　　　　　Dry 　weight

　　 （9）　 　　 　　 　 （9）

Shizueka

KagawaYamaguchi
128127175 17．7± 0．8

17，9± 0．8
16．6± 0．6＊

6．8 ±0．5
5．3±0．5木＊

5．9± 0．4＊＊

10．3± 1．O
ll，6± L2

9．4±0．7

3．58 ± 0．38
3．67 ±0．41
3．04 ± 0．2t＊

mean ± 95％ col1 且de且 cc 　limit．
＊
　S重gllifiC2111t　at 　5％ leveI　to　Sllizuoka．

＊＊
　Signi且callt 　at 　1％ 1evel　 to　ShizuQka．
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TABLE 　IV ，　 SaikosapQnin　Contents　of 　B ．　falcatum　from　Shizuoka

Dry　weight 　of 　　 Nurnber　of

　 root （9）　　　　　　　　P1ant

Salk・ saponin 　a 　 Saikosaponin　c

　　 （％）　　　　　　 （％）

Saikosaponin　d

　　 （％）

Total

（％）

2−44
−66
−88
−IO10
−1212
−14Mean

5

「り

55123

　

　

　

　

　

　

2

0．47± 0．10

0．45± O．16

 ．45± 0，30

0．42±0．07

0．390

，370

．44 ± 0．06

0．17± 0．08

0，17±0．11
0，18± 0．12

0，17ニヒ0，14

0．110

．130

．16±0，04

0，64 ±0．11

0．49 ± 0．22

0．43 ± 0．29

0，42± 0，22

0．340
．470

．49± 0．08

1，28± 0．22

1．11：ヒ0．47

1．06 ± O．68

LO1 ± 0．36

0．840

，971

．09 ±0．15

mean ± 95％ con 丘delLce　limiし

TABr．E　V ．　 Saikosaponin　Gonte飢 s　ofB ．．falcatum丘om 　Kagawa

Dry 　weight 　of 　　　Number　of

　 rQQt （9＞　　　　　　　　plant

Saikosapolユin　a 　　　Saikosaponin　c 　　　Saikosaponin 〔1

　　 （％）　　　　　　 （％）　　　　　　 傷 ）

Total
（％）

2−44
−66
−88
−1010
−12Mean

555511　

　

　

　

　

2

0，48 ±0．21

0．29 ± 0．10

0，31 ± 0．23

0．41± 〔〕．13

0．490

．38 ±0．07

0．15±0，08

0，05 ±0．04

0．里1±0，09

0．14± 〔〕．09

〔｝．250

，12± 0．03

0．44± 0．21

0．26±0，13

0．33± 0．36

0．33± O．S4

0 ，420

．34 ±0．08

1，07 ±0．49

0．60±0．26

0．76±0．67

0，81 ± 0．17

1，160

．83± 0．17

mean ± 95％ confidence 　liinit．

TABLE 　V 工．　Sailcosapon｛n　Contents　of 　B ・　faicatum　from　Yamaguchi

Dry　weight 　of

　 r・ ot （9）

Number 　of

　 planし

Saikosaponin　a 　　　Sa三kosaponin　c　　　Saikosaponin　d　　　　　　Total

　　 （％）　　　　　　 （％）　　　　　　 （％）　　　　　　 （％）

2−44
−66
−88
−10Mean

气V559

臼

7

　

　

　

　

1

〔〕．36 ± 0．15

0．46 ± 0，34・

0，41 ± 0．12

0，500

．42 ± 0、08

0．16± 0，10

0，19±0，16

0、21 ±0．10

0，370

．21 ± 0．05

0，50 ± 0．1ア

0．52± 0．30

0．51± 0，15

0．760

．54± 0．09

mean ± 95％ cenfidence 　limit．

1．02 ± 0．40

1，18±0．79
1．13±0．34

1．621

，17± 0．22

い ずれ に お い て も香川は 低含量を示 し，［1」口，静岡 が高い saponin 含量を 示 した．

考 察

　前に 大橋 ら
s） が，宮崎産と静岡産 の ミ シ マ サ イ コ の 比較栽培で 明らか に した の と同様に ，今回実験 に 用 い た 静 岡 ，

香 川 ， 山 口 各県産 の ミ シ マ サ イ コ の 問に お い て も ， 発育，形態，有効成分含量等に つ い て 相当大 幅 な地理的変異が 存

在す る こ とが 明 らか とな っ た ．い ろ い ろ な観察の 結果 ， こ れ ら の 性質は次代に うけ つ が れ る ら し く，した が っ て 産地

が 異な れ ば系統が 異 な っ て い る と考 え て よ い よ うで ある が，こ の 点に つ い て は 日下検討中 で あ る ，

　さらに ，各産地内の 個体変異に お い て も相当幅広 い 値がえ られた，これ は ミシ マ サ イ コ が ， 育種が全然お こ な わ れ

て い な い の で ，栽培植物 と して よ りも野生植物と して の 性質を強 く保持 し て い る こ との 発現で あ る と判断 され る，今

後 ，
ミ シ マ サ イ コ の 育種 に 関 し て 積極 的 に 努力す る 必 要 が あ る と思 わ れ るが，そ の た め に は ，まつ

， 地 理 的変異に 着

口し て ，育種材料を 供給 す るた め の 産地を選定す る必要 が あ る，−L記の 3 名 の 収量，有効成分含量 よ り判断する と，

根の 生長 が よ く，saikosaponin 含 量 も高 い 静岡 産が もっ と も望 ま し い ．また，静 岡 産は 根出葉 の 面積 が広 く，した が

っ て 光合成能が高 い だ ろ うと思わ れ る．また， 1年 R の 抽苔率が 低 い とい うこ と も，2 年生植物と して 栽培す る さ い

に は 悪 くな い 条件を 提供 して い る と推察され る．しか し，草丈が 高 い の は 風害に 弱 く欠点 で あ る．こ の 問題は個体変
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異を利用 して 解決 できる と思 われ る の で ，で きる だ け 草丈 が 低 く，分枝性に とみ ，他 の 形質も良好 な個体を選抜 し，
そ の 後栄養繁殖 を お こ なえ ば 良質な ミ シ マ サ ィ コ を 育種す る こ とが で きる で あ ろ う．栄養繁殖 と して 組織培養を利用

す こ る とを検討 して み た い 一 『下考え られ る優良な ミ シ マ サ イ コ の 形質 として は ，下記 の 諸特徴を か ね そ な え た もの

が 望 ま し い ．

）

）

）

）

）

1234

▲
尸
」

発芽が早 く，よ く揃う こ と．

耐病 性 が高い こ と．

草丈 が 低 く， 分枝性に 富む こ と．

根 が よ く肥大す る こ と．

Saikesaponin 含量 が高い こ と。

　しか し ， 二次代謝産物で あ る saikosaponin 含量 に つ い て ，どの 程度，親の 性質 を 栄養繁殖 で うけ つ ぐの か ，そ の

と ぎ個体変異が ど の 程度発現するか は ， 十分検討す る必要が あ る．
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